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 特性表

（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 直立 upright ｿﾞﾅｰﾚ

(+) 2 斜上 semi- upright ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ﾍﾟﾆｰｱｲﾘｰﾝ

3 ほふく trailing

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
茎の伸長方向で判断する。

●調査時期

備 考
階
級

状 態
(State)調査

方法

観察

標準品種 (Ex.Var.)

V
I
Ｐ
S
№

1

図：審査基準説明

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

形 質
(Characteristics)

Plant : growth
type

茎の地表に対する角度

記

号

形
質
番
号

定 義

1 草姿1

2 斜上
semi- upright

3 ほふく
trailing

1 直立
upright

1



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 低 short

5 中 medium

7 高 tall

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
自然高で、花序を除いた最高葉までの高さを測定する。

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

2

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

備 考
階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)

2 2 茎葉部の高さ
（草姿が直立又
は斜上の品種に
限る。）

Only varieties
with growth
type: upright
or semi-
upright:
Plant : height
of foliage

地表より最高葉までの高さ
（草姿が直立又は斜上の品
種に限る。）

測定
㎝

茎葉部の高さ
height of  foliage

2





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 狭 narrow

5 中 medium

7 広 broad

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
自然状態で、花房を除いた株の最大の直径を測定する。

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

4 4 4

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

株の幅（草姿が
直立又は斜上の
品種に限る。）

Only varieties
with growth
type: upright
or semi-
upright:
Plant: width

花房を除く植物体の最大幅 測定
㎝

定 義
記

号

形 質
(Characteristics) 調査

方法

幅
width
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（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 無又は極弱

2 中 medium

3 強 strong

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部節の前後１～２節を目安に調査を行う。
 標準品種がないので、審査基準の「№21花柄の中央部のアントシアニン着色の強弱」の写真を参考に評価する。 

備 考

茎のアントシア
ニン着色の強弱

absent or
very weak

Stem:
anthocyanin
coloration

茎のアントシアニン着色の
強弱

観察

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

6

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

6 6

記

号

形 質
(Characteristics) 調査

方法
階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)定 義

1 無又は極弱
absent or very weak

2 中
medium

3 強
strong

6



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 短 short ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ﾏｰｼｬﾙﾏｸﾏﾎﾝ

(+) 5 中 medium ﾍﾟﾆｰｱｲﾘｰﾝ

7 長 long

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
 丸まっている場合は、軽く伸ばして測定する。

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

図：審査基準説明

7 葉身の長さ Leaf blade :
length

葉身の長さ 測定
㎝

7 7

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

階
級

状 態
(State)

葉身の長さ
Leaf blade:length

葉身の幅
Leaf blade:width

7



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 狭 narrow ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ

(+) 5 中 medium ﾙｰﾚｯﾄ、ﾏｰｼｬﾙﾏｸﾏﾎﾝ

7 広 broad

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
 丸まっている場合は、軽く伸ばして測定する。

8

●調査時期

葉身の幅 Leaf blade :
width

V
I
Ｐ
S
№

8

記

号

8

形 質
(Characteristics)

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

形
質
番
号

調査
方法

階
級

定 義

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

葉身の幅 測定
㎝

図：審査基準説明

葉身の長さ
Leaf blade:length

葉身の幅
Leaf blade:width

8







（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 弱 weak ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ｿﾞﾅｰﾚ

5 中 medium ｶﾙﾛｽｱｰﾃﾞﾝ

7 強 strong

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
 全体を見て、その高低差等を勘案して評価する。

●調査時期

11

調査
方法

階
級

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

11

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義

状 態
(State)

10 葉身の周縁の波
打ちの強弱

Leaf blade :
undulation of
margin

葉身の周縁の波打ちの強弱 観察

3 弱
weak

5 中
medium

7 強
strong

11



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 大きく開く wide open ﾐｾｽﾊﾟｰｶｰ

(+) 3 やや開く slightly open ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ﾍﾟﾆｰｱｲﾘｰﾝ

5 閉じる closed ﾙｰﾚｯﾄ、ﾊｯﾋﾟｲｿｰﾄ

7 一部重なる ﾐｾｽｺｯｸｽ

9 大きく重なる

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
 葉は自然状態で観察を行う。 判断に迷うときは、付近の葉も確認する。

図：審査基準説明

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

12 12

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics) 調査

方法
階
級

定 義

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

11 葉身の基部の重
なり

Leaf blade :
base

葉身の基部における葉の重
なりの程度

観察

partly
overlapping

strongly
overlapping

12



（日本語） （English） (日本語) （English）

QL 1 無 absent ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ｿﾞﾅｰﾚ

(*) 9 有 present 琴平錦

G

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

13

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

13 12 葉身の斑の有無 Leaf blade :
variegation

葉身の環状紋以外の斑入り
模様の有無

観察

階
級

状 態
(State)

1 無
absent 9 有

present

13



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 黄 yellow

(*) 2 淡緑 light green ﾍﾟﾆｰｱｲﾘｰﾝ

G 3 淡緑～緑 light green
to medium

4 緑 medium green ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ、ｿﾞﾅｰﾚ

5 緑～濃緑 medium green
to dark green

6 濃緑 dark green ﾊﾟｰﾌﾟﾙｸﾞﾛｰ、F1ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾞﾗｯｼｭ

7 濃赤 dark red

8 褐紫 brown purple

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
 株全体も観察し、標準品種を指標に判断する。
 斑と環状紋を除いて、最も面積の広い色を主な色とする。

調査
方法

階
級

14

V
I
Ｐ
S
№

標準品種 (Ex.Var.)

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

●調査時期

備 考

状 態
(State)

14 13 葉身の主な色
（環状紋を除
く。）

Leaf blade :
main color
(zone
excluded)

葉身の主な色 観察

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義

4 緑
medium 

green

2 淡緑
light 

green

6 濃緑
dark 

green

7 濃赤

dark red

8 褐紫
brown 

purple

1 黄

yellow

5 緑～濃緑
medium green to dark 

green

3 淡緑～緑
light green to medium 

green

写真なし写真なし
写真なし

14



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 白 white 青海の波

(*) 2 黄 yellow 雲井鶴

3 淡緑 light green

4 緑 medium green

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。

V
I
Ｐ
S
№

15

●調査時期

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義

状 態
(State)

備 考

15 14 葉身の二次色
（環状紋を除
く。）

Leaf blade :
secondary
color (zone
excluded)

葉身の二次色（斑がある場
合にはこの形質で記入す
る。）

観察

標準品種 (Ex.Var.)
調査
方法

階
級

1 白
white

2 黄
yellow

3 淡緑

light green

4 緑

medium green

15







（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 基部付近 towards base

(+) 2 中間部 in middle

3 先端部付近

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
「形質№17葉身の表面の環状紋の明瞭度」で、「1 無又は極弱」と評価した品種を除く。

   環状紋の幅が広い場合は、環状紋が発現している領域が最も多い位置で評価する。

V
I
Ｐ
S
№

葉身の環状紋の
位置

Leaf blade :
position of
zone

図：審査基準説明

towards
margin

形
質
番
号

18 1718

●調査時期

観察

階
級

葉身の環状紋の位置

定 義 標準品種 (Ex.Var.) 備 考

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

調査
方法

記

号

形 質
(Characteristics)

状 態
(State)

1 基部付近

towards base

2 中間部
in middle

3 先端部付近
towards margin

18



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 小 small

(+) 3 中 medium

5 大 large

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序基部の部分に着生する葉で行う。
「形質№17葉身の表面の環状紋の明瞭度」で、「1 無又は極弱」と評価した品種を除く。

図：審査基準説明

19

定 義
調査
方法

V
I
Ｐ
S
№

階
級

状 態
(State)

●調査時期

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

19

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

形 質
(Characteristics)

18 葉身の環状紋の
相対的な大きさ

Leaf blade :
relative size
of zone

葉身全体に対する環状紋の
相対的な大きさ

観察

記

号

5 大
large

3 中
medium

1 小

small

19







（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 短 short

(+) 5 中 medium

7 高 tall

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序で行う。
 頂花が散らずに、最大数が開花したときの最大高を測定する。
 花序（花のかたまり）の最下部が花柄と重ならない場合は、花序（花のかたまり）の最頂部から花柄の最頂部までの長さを計測する（写真）。  

左及び中央図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

22

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

22 21

形
質
番
号

花序の長さ Inflorescence
: height

花序の垂直方向の長さ

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

●調査時期

標準品種 (Ex.Var.)
階
級

状 態
(State)

備 考

測定
㎝

花序の長さ
Inflorescence : height

花序の幅
Inflorescence : width

花序の幅
Inflorescence : width

花序の長さ
Inflorescence : height

花序の長さ
Inflorescence : height

22



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 狭 narrow

(*) 5 中 medium

(+) 7 広 broad

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序で行う。
 頂花が散らずに最大数が開花したときの、最大幅を測定する。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

23 23

調査
方法

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

形 質
(Characteristics)

定 義

花序の幅

形
質
番
号

花序の幅22 Inflorescence
: width

記

号

●調査時期

測定
㎝

花序の長さ
Inflorescence : height

花序の幅
Inflorescence : width

花序の幅
Inflorescence : width

花序の長さ
Inflorescence : height

23



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 少 few

5 中 medium

7 多 many

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
最も生育旺盛な茎の第２花序で行う。
 頂花が散らずに最大数が開花したとき、開花している花の数を測定する（蕾の数は含めない）。

V
I
Ｐ
S
№

24

●調査時期

測定

形 質
(Characteristics)

定 義

一花序の開花数 一花序当たりの開花数

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考
調査
方法

階
級

24 23

記

号

Inflorescence
: number of
open flowers

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

24



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 短 short

(*) 5 中 medium

(+) 7 長 long

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で、最大なもので行う。
 花弁が反っている場合でも自然状態で測定する。

25

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

25 24

調査
方法

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

最大花の長さ Inflorescence
: length of
largest flower

花序内の最大花の長さ

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号
定 義

●調査時期

形 質
(Characteristics)

測定
㎝

最大花の長さ
Inflorescence : length of largest flower

最大花の幅
Inflorescence : width of largest flower
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（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 狭 narrow

(*) 5 中 medium

(+) 7 広 broad

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で、最大なもので行う。
 最大花の長さを測定した花を使用する。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

26

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)
階
級

Inflorescence
: width of
largest flower

定 義

最大花の幅 花序内の最大花の幅

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

調査
方法

●調査時期

測定
㎝

2526

備 考
記

号

形 質
(Characteristics)

最大花の長さ
Inflorescence : length of largest flower

最大花の幅
Inflorescence : width of largest flower

26









（日本語） （English） (日本語) （English）

QL 1 一重 single

(*) 2 八重 double

(+)

G

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 「 一重」と「八重」の区分は、花弁の列数が１列なのかそれ以上なのかにより行う。

一重の花からわずかに花弁が増え、半八重のような状態の場合は「八重」とする。

Flower : type

形 質
(Characteristics)

V
I
Ｐ
S
№

定 義

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

30 29 花型30

状 態
(State)

花の一重・八重の別

調査
方法

階
級

●調査時期

観察

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

1 一重
single

2 八重
double

30



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 離れる free

(+) 3 触れる touching

5 重なる

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

図：審査基準説明

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

V
I
Ｐ
S
№

調査
方法

31 下部花弁に対する上部花弁
の配置（一重品種に限
る。）

31

階
級

定 義

30 下部花弁の上部
花弁に対する配
置（一重品種に
限る。）

Only varieties
with flower
type : single:
Flower :
arrangement of
upper petals
in relation to
lower petals

形 質
(Characteristics)

観察

moderately
overlapping

備 考

●調査時期

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)

31





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 凹 concave

(+) 2 平 flat

3 凸 convex

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 八重品種など分かりづらい場合は、最外花弁の角度を観察する。
 花弁の先端の位置、反り具合等を総合的に判断する。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

32 横から見た花の
断面の形

Flower : cross
section in
lateral view

33 33

●調査時期

横から見た花の断面の形 観察

記

号
標準品種 (Ex.Var.)

階
級

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

備 考

状 態
(State)

1 凹
concave 

2 平
flat

3 凸
convex

33



（日本語） （English） (日本語) （English）

QL 1 無 absent

(*) 9 有 present

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

V
I
Ｐ
S
№

34

●調査時期

標準品種 (Ex.Var.)
記

号

形 質
(Characteristics)

形
質
番
号

備 考

状 態
(State)

花弁上に不規則に分布する
条や斑点の有無

定 義
調査
方法

階
級

観察

図：審査基準説明

34 33 花弁の不規則な
条や斑点の有無

Flower:
presence of
irregularly
distributed
stripes or
blotches

1 無
absent 

9 有
present

34















（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 全縁 entire

(+) 2 凹形 emarginate

3 欠刻 laciniate

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

図：審査基準説明

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

●調査時期

41 41 40

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

上部花弁の先端の形 観察

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

階
級

上部花弁の先端
の形

Upper petal :
margin at apex

1 全縁
entire

2 凹形
emarginate

3 欠刻
laciniate

41



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ

(*)

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

図：審査基準説明

42 42 41

●調査時期

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

V
I
Ｐ
S
№

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考定 義

RHSｶﾗｰﾁｬｰﾄ色
票番号による

RHS Colour
Chart
(indicate
reference
number)

上部花弁の表面
の周縁部の色

Upper petal :
color of
margin of
upper side

上部花弁の表面の周縁部の
色

調査
方法

階
級

観察

記

号

形 質
(Characteristics)

42



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 色模様の色を除く。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

43

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

●調査時期

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

43 42 上部花弁の表面
の中央部の色

Upper petal :
color of
middle of
upper side

上部花弁の表面の中央部の
色

観察 RHS Colour
Chart
(indicate
reference
number)

RHSｶﾗｰﾁｬｰﾄ色
票番号による

43





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 無又は極弱

(*)

(+) 3 弱 weak

5 中 medium

7 強 strong

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁の主な色と模様の色とのコントラストで評価する。

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics) 調査

方法
階
級

状 態
(State)

定 義

absent or
very weak

観察上部花弁の模様の明瞭度

●調査時期

45 45 44 上部花弁の模様
の明瞭度

Upper petal :
conspicuousnes
s of marking

備 考標準品種 (Ex.Var.)

同色系 異色系

3 弱
weak

7 強
strong

5 中
medium

1 無または極弱
absent or  very weak

45





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 小 small

(+) 5 中 medium

7 大 large

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

   花弁の面積に対する割合で判断する。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

47 47 46

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

●調査時期

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

階
級

状 態
(State)

上部花弁の最大
の斑点の大きさ

Upper petal :
size of
largest spot

上部花弁の最大の斑点の大
きさ

観察

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

3 小
small

5 中
medium

7 大
large

47





（日本語） （English） (日本語) （English）

QL 1 無 absent

(*) 9 有 present

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁を分離せず花を正面から見た場合に、十分に確認出来るものを基部の複色とする。 
 ただし、八重品種の場合は上下花弁のみの状態にして、一重であれば基部の複色と見なせるかどうかで判断する。

図：審査基準説明

V
I
Ｐ
S
№

●調査時期

49 観察

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

上部花弁の基部の複色部の
有無

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

49 48 上部花弁の基部
の複色部の有無

Upper petal :
zone at base

49





（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 白 white

(*) 2 赤桃 red pink

3 橙赤 orange red

4 淡紫 light violet

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁を分離して評価する。

V
I
Ｐ
S
№

51

●調査時期

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

51 50 上部花弁の基部
の複色部の色

Upper petal :
color of zone
at base

上部花弁の基部の複色部の
色

観察

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考
階
級

1 白
white

2 赤桃
red pink

3 橙赤
orange red

4 淡紫
light violet

写
真
な
し

51



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ

(*)

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

図：審査基準説明

52 52 51

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

観察

定 義

RHSｶﾗｰﾁｬｰﾄ色
票番号による

RHS Colour
Chart
(indicate
reference
number)

調査
方法

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

下部花弁の表面の周縁部の
色

下部花弁の表面
の周縁部の色

Lower petal :
color of
margin of
upper side

52



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ

(*)

(+)

G

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 色模様の色を除く。

※審査基準説明

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

53

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

形
質
番
号

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

53 52 下部花弁の表面
の中央部の色

Lower petal :
color of
middle of
upper side

下部花弁の表面の中央部の
色

観察

状 態
(State)

RHSｶﾗｰﾁｬｰﾄ色
票番号による

RHS Colour
Chart
(indicate
reference
number)

標準品種 (Ex.Var.) 備 考
階
級

53



（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ

(*)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 基本的に中央部の色とするが、複数の色がある場合には部位を併記する（例：○○、××（周縁部））

54

V
I
Ｐ
S
№

54 53

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

●調査時期

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

観察

階
級

RHS Colour
Chart
(indicate
reference
number)

状 態
(State)

RHSｶﾗｰﾁｬｰﾄ色
票番号による

下部花弁の裏面
の色

Lower petal :
color of lower
side

下部花弁の裏面の色

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

複数の色がある場合

記載例：N155B、N57A（周縁部）

単色の場合

記載例：44C

54



（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 1 無又は極弱

(*)

(+) 3 弱 weak

5 中 medium

7 強 strong

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁の主な色と模様の色とのコントラストで評価する。

absent or
very weak

55

●調査時期

V
I
Ｐ
S
№

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

55 54

備 考

形
質
番
号

観察

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

下部花弁の模様
の明瞭度

Lower petal :
conspicuousnes
s of marking

下部花弁の模様の明瞭度

標準品種 (Ex.Var.)

状 態
(State)階

級

3 弱
weak

7 強
strong

5 中
medium

1 無又は極弱
absent or  very weak

同色系 異色系

55





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 小 small

(+) 5 中 medium

7 大 large

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。

   花弁の面積に対する割合で判断する。

※審査基準説明

状 態
(State)

V
I
Ｐ
S
№

57

形 質
(Characteristics)

定 義

57 56 下部花弁の最大
の斑点の大きさ

Lower petal :
size of
largest spot

下部花弁の最大の斑点の大
きさ

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

●調査時期

観察

階
級

調査
方法

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

3 小
small

5 中
medium

7 大
large

57



（日本語） （English） (日本語) （English）

QL 1 無 absent

(*) 9 有 present

(+)

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁を分離せず花を正面から見た場合に、十分に確認出来るものを基部の複色とする。
 ただし、八重品種の場合は上下花弁のみの状態にして、一重であれば基部の複色と見なせるかどうかで判断する。

※審査基準説明

58 57

●調査時期

58

V
I
Ｐ
S
№

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics)

定 義
調査
方法

下部花弁の基部
の複色部の有無

Lower petal :
zone at base

下部花弁の基部の複色部の
有無

観察

備 考
階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)

58





（日本語） （English） (日本語) （English）

PQ 1 白 white

(*) 2 橙赤 orange red

3 青桃 blue pink

4 紫 violet

最も生育旺盛な茎の第２花序の開花盛期

●調査方法
第２花序内で、十分に展開し且つ劣化していない花で行う。
 花弁を分離して評価する。

60 59 Lower petal :
color of zone
at base

下部花弁の基部の複色部の
色

V
I
Ｐ
S
№

下部花弁の基部
の複色部の色

調査
方法

定 義

形
質
番
号

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

記

号

形 質
(Characteristics) 階

級

観察

標準品種 (Ex.Var.) 備 考

状 態
(State)

60

●調査時期

1 白
white

2 橙赤
orange red

3 青桃
blue pink

4 紫
violet

写
真
な
し

60





（日本語） （English） (日本語) （English）

QN 3 早 early ｼｭｶﾞｰﾍﾞｲﾋﾞｰ

5 中 medium ﾌﾚｯｼｭﾛｰｽﾞ

7 晩 late ﾙｰﾚｯﾄ

第１花房第１花の開花が、品種内で50％以上に達した日

V
I
Ｐ
S
№

62 62 開花始期 Time of
beginning of
flowering
(opening of
1st flower of
1st
inflorescence)

開花始期の早晩性（種子繁
殖性品種について、第一花
房第一花の開花日で判定す
る。）

Ｕ
Ｐ
Ｏ
V
№

階
級

状 態
(State)

標準品種 (Ex.Var.)

●調査時期

備 考
記

号

形 質
(Characteristics)

定 義

観察

調査
方法

形
質
番
号

62




